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3次関数 h(x) = px3 + qx2 + rx+ sは，次の条件 (i)，(ii)をみたすものとする。

(i) h(1) = 1，h(−1) = −1

(ii) 区間 −1 < x < 1で極大値 1，極小値 −1をとる。

このとき，
(1) h(x)を求めよ。

(2) 3次関数 f(x) = ax3 + bx2 + cx+ dが区間−1 < x < 1で−1 < f(x) < 1をみた
すとき， x > 1なる任意の実数 xに対して不等式 f(x) < h(x) が成立するこ
とを証明せよ。


